10 利用者の情報行動 by 逸村 裕
10 利用者の情報行動
著者 逸村 裕












































































































































































































































(5)Open Access= Access + Reuse
オープンアクセスがビジネスになった時代に
34
(6)Data Centric Science
Data Science
Data Curation
図書館は何ができるか？
何をしなくてはならないか？
35
(7)電子書籍
米国86％ 豪州89% 日本
なぜ日本は遅れているのか
日本と欧米豪とは二桁の差がある
高等教育を自国語で行える国なのに
Shared Print
DDA Demand‐Driven‐Acquisition
PDA Patron‐Driven‐Acquisition
36
(1)学生動向
簡便に！
素早く！
学生は忙しい
37
大学一年生の自己評価
情報探索に関する根拠なき自信
レポートを書くことへの不安
CiNiiは知らない
フリーライダー
「文」は書く
長い論理的な文章を書く機会がない
38
文献を探してレポートを書く課題
Tulips（ＯＰＡＣ）の使い方と請求記号等を教える
学生のレポート作成手順
1.検索戦略を考える
2.Tulips（筑波大学ＯＰＡＣ）で検索
3.図書、雑誌論文、機関リポジトリコンテンツを数件発見
4.オンラインで読めるもの最初の数件だけでレポート作成
5.そのことを悪びれずにレポート作成作業手順に記す
39
a.教科「情報」
Word  Excel  Power point   HTML
サーチエンジン
メディアリテラシー Webブラウザ
ネット犯罪 情報セキュリティ 情報倫理
メール
HTML
GUIと CUI
著作権 プログラミング
ＰＣメールを書けない
40
電子メール
PCから電子メールをどの程度利用しています？
ほぼ毎日 4
週に数回 15
月に数回 20
年に数回 28
現在は利用していない 34
41
b.ウィキペディア アマゾン
知らないものを調べる
小説やドラマの設定を調べる
呼吸をするようにGoogleを使う
42
(2)ログ分析とアイトラッカーによる実験結果
筑波大学中央図書館を場とした実験
学生と図書館員に同じ探索をしても
らい、違いを調査する
43
書架移動時の学生の視線
• 書架全体を見てから目的の書棚に辿り着く
• 図書を選定する際にはタイトルを見る
44
書架移動時の図書館員の視線
• 書架の一部を見て目的の書棚に辿り着く
• 図書を選定する際には請求記号を見る
• 最後にタイトルの確認と周辺の図書の確認を
行う
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学生と図書館員の比較
• Web上での情報探索時
• 初めて使うサイト
– 学生 ：不規則に動く
– 図書館員 ：不規則に動く
• よく利用するサイト
– 学生 ：規則的に動く
– 図書館員 ：規則的に動く
46
学生と図書館員の比較
• 図書館での情報探索時
• 図書探索時
– 学生 ：書架全体を見る
– 図書館員 ：書架の一部を見る
• 図書の選定時
– 学生 ：タイトルを見る
– 図書館員 ：請求記号を見る
• 使い慣れている人といない人では視線の動きが異なる
47
クローズアップ現代. 2014年12月10日放映
９月、文化庁が衝撃的な調査結果を発表した。調査した２０００
人のうちおよそ半数（４７．５％）が、「１か月に１冊も本を読ま
ない」と回答したのだ。
勉学 に勤しんでいるはず
の大学生でも、４０％が
１日の読書時間が“ゼロ”
という別の調査結果もあ
る。
48
実験の流れ
• 入室
• 準備・装着 この間に説明
• キャリブレーション
• 実験開始
• 終了後インタビュー
(NHK＋先生から)
1～10分
5～15分
1時間前後
人によって差が激しい。
NHKに気に入られると長
くなる 49
(3) 図書館オリエンテーションは有効
なのか？
筑波の調査
50
(1)図書館サービスの在り方
e‐learning 機関リポジトリ 情報リテラシ
ラーニングコモンズ 飲食・・・
今、図書館サービスに何が求められてい
ますか？
51
(2) OPACの在り方
なぜOPACはサーチエンジンのように使え
ないのか？
ディスカバリーサービス
すぐに入手できないフラストレーション
52
(3)教育学習との協同
アクティブラーニングって何？
53
アクティブラーニング
教員による一方向的な講義形式の教育とは異り、
学修者の能動的な学修への参加を取り入れ
た教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修
することによって、認知的、倫理的、社会的能力、
教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を
図る。発見学習、問題解決学習、体験学習、調
査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・
ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク等
も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。
54
(3)教育学習との協同
学修
アクティブラーニングって何？
反転学習
シラバス 読んでますか？
カリキュラムとの連動
学生の情報探索行動をもっともよく知っている
のは図書館員？
55
(4)学生の意見を聴く
学生は何を考えているのか？
56
(5)ラーニングコモンズ
目的は？
57
まとめ
着眼大局
着手小局
58
